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(57)【要約】
【課題】簡易且つ迅速に装着でき、快適に使用できる尿
取りパッドを提供する。
【解決手段】この尿取りパッドは、シート状の吸収性部
材と、上記吸収性部材の一方の面に貼り付けられた液不
透過性部材からなるバックシートと、を備え、上記吸収
部材及び上記バックシートからなる積層体の略中央部よ
りも上の領域において当該積層体の長手方向に延びた開
口部が設けられており、装着に際しては上記開口部より
陰茎を挿入し、当該開口部よりも下に設けられた上記積
層体の短手方向に平行な折曲部で上記積層体を上記バッ
クシートが外面となるように折り曲げることを特徴とす
る。
【選択図】　図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　シート状の吸収性部材と、
　上記吸収性部材の一方の面に貼り付けられた液不透過性部材からなるバックシートと、
を備え、
　上記吸収部材及び上記バックシートからなる積層体の略中央部よりも上の領域において
当該積層体の長手方向に延びた開口部が設けられており、
　装着に際しては上記開口部より陰茎を挿入し、当該開口部よりも下に設けられた上記積
層体の短手方向に平行な折曲部で上記積層体を上記バックシートが外面となるように折り
曲げること
を特徴とする尿取りパッドが提供される。
【請求項２】
　上記吸収性部材の他方の面には液透過性部材からなるトップシートが貼り付けられてい
ること
を特徴とする請求項１に記載の尿取りパッド。
【請求項３】
　上記バックシートの中央より下方の領域には、上記積層体の長手方向に平行となるよう
に所定長の粘着テープが設けられていること
を特徴とする請求項１に記載の尿取りパッド。
【請求項４】
　上記積層体の長手方向に延びた両端の略中央部分に所定長だけ糸ゴム入りのギャザーが
設けられていること
を特徴とする請求項１に記載の尿取りパッド。
【請求項５】
　吸収性部材と、当該吸収性部材の一方の面に貼り付けられたバックシートとを有する積
層体を、備え、上記積層体の長手方向の両端が接合部で接合することで、上部及び下部の
少なくともいずれかが開口した中空の筒状体に成形され、上記積層体の長手方向の略中央
から上部にかけて所定長の開口部が設けられていること
を特徴とする尿取りパッド。
【請求項６】
　上記吸収性部材の他方の面には液透過性部材からなるトップシートが貼り付けられてい
ること
を特徴とする請求項５に記載の尿取りパッド。
【請求項７】
　上記バックシートの開口部の配設位置と対向する面には、所定長の粘着テープが設けら
れていること
を特徴とする請求項５に記載の尿取りパッド。
【請求項８】
　上記積層体の上部の開口部には、略Ｕ字状のくぼみ部が設けられていること
を特徴とする請求項５に記載の尿取りパッド。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、例えば紙おむつ等の中に重ねて装着する尿取りパッドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、成人用の使い捨ておむつと併せて、尿取りパッドが広く使われている。特に男性
用の尿取りパッドには、男性器を覆うようなタイプのものがある。これは、尿を効率良く
吸収することができ、排尿の度に当該尿取りパッドだけを交換すればよいので、経済的負
担を軽減することができ、しかも衛生状態を保つことができる。
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【０００３】
　ここで、例えば、特許文献１では、男性用尿取りパッドが開示されている。即ち、同技
術では、陰茎を収納するように袋状に形成した尿取りパッドの、睾丸に当接する側の外側
面に汗を吸収する生理ナプキンを貼付し、尿取りパッドの外面側の不透液性シートが当接
される睾丸や股間の局部での発汗を吸収する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－３５６９１号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に開示された男性用尿取りパッドは、外面側の左側下部
と右側中央部に両面接着テープが設けられており、使用時には折り畳んで、両面接着テー
プで接着して、先細りの袋状に形成して使用される。従って、袋状に形成するのに手間が
かかり、単に折り畳んだ袋状なので、陰茎の装着部分に快適さを向上させる工夫もされて
おらず、装着状態も安定しない。
【０００６】
　そこで、本考案は上述した技術的な課題に鑑みてなされたもので、簡易且つ迅速に装着
することができ、快適に使用できる尿取りパッドを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述したような技術的な課題を解決するため、本考案の第１の態様に係る尿取りパッド
は、シート状の吸収性部材と、上記吸収性部材の一方の面に貼り付けられた液不透過性部
材からなるバックシートと、を備え、上記吸収部材及び上記バックシートからなる積層体
の略中央部よりも上の領域において当該積層体の長手方向に延びた開口部が設けられてお
り、装着に際しては上記開口部より陰茎を挿入し、当該開口部よりも下に設けられた上記
積層体の短手方向に平行な折曲部で上記積層体を上記バックシートが外面となるように折
り曲げることを特徴とする。
【０００８】
　本考案の第２の態様に係る尿取りパッドは、吸収性部材と、当該吸収性部材の一方の面
に貼り付けられたバックシートとを有する積層体を、備え、上記積層体の長手方向の両端
が接合部で接合することで、上部及び下部の少なくともいずれかが開口した中空の筒状体
に成形され、上記積層体の長手方向の略中央から上部にかけて所定長の開口部が設けられ
ていることを特徴とする。
【考案の効果】
【０００９】
　本考案によれば、簡易且つ迅速に装着することができ、快適に使用できる尿取りパッド
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本考案の第１の実施形態に係る尿取りパッドの構成図である。
【図２】本考案の第１の実施形態に係る尿取りパッドの使用態様図である。
【図３】本考案の第１の実施形態に係る尿取りパッドの使用状態を示す図である。
【図４】本考案の第１の実施形態に係る尿取りパッドの使用状態を示す図である。
【図５】本考案の第２の実施形態に係る尿取りパッドの構成図である。
【図６】本考案の第２の実施形態に係る尿取りパッドの使用状態を示す図である。
【図７】本考案の第３の実施形態に係る尿取りパッドの構成図である。
【図８】本考案の第３の実施形態に係る尿取りパッドの使用状態を示す図である。
【図９】本考案の第４の実施形態に係る尿取りパッドの構成図である。
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【図１０】本考案の第５の実施形態に係る尿取りパッドの構成図である。
【考案を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本考案の尿取りパッドに係る好適な実施形態について図面を参照しながら説明す
る。なお、本考案の尿取りパッドは、以下の記述に限定されるものではなく、本考案の要
旨を逸脱しない範囲において、適宜変更可能である。
【００１２】
（第１の実施形態）
　図１には本考案の第１の実施形態に係る尿取りパッドの構成図を示し、図２には当該尿
取りパッドの使用態様図を示し、図３，４には本考案の第１の実施形態に係る尿取りパッ
ドの使用状態を示し、説明する。
【００１３】
　図１に示されるように、尿取りパッド１は、シート状の吸収性部材２からなり、当該吸
収性部材２の一方の面（装着時に外表面に相当）にはバックシート６が、他方の面（装着
時に内表面に相当）にはトップシート８が、貼り付けられている。即ち、この尿取りパッ
ド１は、トップシート８と吸収性部材２、バックシート６の積層体からなる。但し、吸収
性部材２の単層、或いは吸収性部材２とバックシート６との複層としてもよいことは勿論
である。
【００１４】
　吸収性部材２としては、高吸水性ポリマー、親水性シート、フラッフパルプ等を採用す
ることができる。これに加えて、熱融着繊維等の合成繊維を含んだものを用いて型崩れを
防止してもよい。また、吸収性部材２は、複層のマット状でもよい。
【００１５】
　トップシート８は、少なくともその一部が液透過性部材により構成されている。液透過
性部材としては、不織布、多孔性フィルム等、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエス
テル、ナイロン等の熱可塑性樹脂からなる不織布に親水化処理を施したものを用いること
ができる。
【００１６】
　そして、バックシート６は、液不透過性部材により構成されている。例えば、ポリエチ
レン等の樹脂からなる液不透過性フィルム等を採用できる。また、液不透過性フィルムに
不織布を貼り付けたフィルムからなるものも採用してもよい。
【００１７】
　尿取りパッド１は、その長手方向に延びた両端の略中央部分に所定長だけ糸ゴム入りの
ギャザー３ａ，３ｂが設けられており、略中央部分に短手方向に平行に設けられた折曲部
７での折り曲げを容易ならしめている。尿取りパッド１は、例えば長手方向に約３０～４
０ｃｍ、短手方向に約１３～１５ｃｍの矩形状となっているが、これには限定されないこ
とは勿論である。
【００１８】
　尿取りパッド１の吸収性部材２、トップシート８、バックシート６は、前述したように
積層されているが、積層体の略中央部よりも上の領域において、長手方向に延びた楕円形
の開口部４が設けられている。これは、装着時にペニスを挿入する部分である。尚、開口
部４の形状は楕円形に限らず、円形、矩形状、いずれの形状でもよい。但し、縦長の楕円
形とした場合には、陰茎の多様なサイズに装着位置を対応させることが可能となる。
【００１９】
　尿取りパッド１のバックシート６の中央より下方の領域には、長手方向に平行となるよ
うに所定長の２本の粘着テープ５ａ，５ｂが設けられている。この粘着テープ等を用いれ
ば、尿取りパッド１を衣類や紙おむつ等の内側にしっかりと固定することができ、位置ず
れを有効に防止することができる。なお、粘着テープとしては、衣類や紙おむつ等に使用
されている公知の粘着テープを採用することができ、使用前には粘着力低下を防止する為
に、粘着部分を保護しておいてよい。また、粘着テープの数は２つに限定されないことは
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勿論である。
【００２０】
　次に、実際の使用態様について説明する。
【００２１】
　図２に示されるように、実際に使用する際には、バックシート６の略中央よりも上方の
領域が陰部の肌に当接するように当てがい、その際に開口部４にペニスを挿入する。そし
て、トップシート８が内側となるように、折曲部７で吸収性部材２を折り畳む。このとき
折曲部７の両端はギャザー３ａ，３ｂとなっているので、簡易に折り曲げることが可能で
ある。この折り曲げにより、ペニスは２つ折りにされたトップシート８により表裏を覆わ
れることになる。従って、放尿された尿はトップシート８を介して、吸収性部材２により
確実に吸収されることになる。
【００２２】
　図３，４は、実際に紙おむつの中で尿取りパッド１を併用する様子を示している。この
図３に示されるように、２つに吸収性部材２を折り畳むと、バックシート６の略半分が前
面に向くのでそのバックシート６に設けられた粘着テープ５ａ（５ｂ）が、紙おむつ側の
内面に向くことになる。そこで、当該粘着テープ５ａ（５ｂ）を紙おむつの内面にしっか
りと貼り付ければ、位置ずれしないように固定することが可能となる。
【００２３】
　以上説明したように、本考案の第１の実施形態によれば、シート状の吸収性部材２と上
記吸収性部材２の一方の面に貼り付けられた液不透過性部材からなるバックシート６とを
備え、上記吸収部材２及び上記バックシート６を有する積層体の略中央部よりも上の領域
において当該積層体の長手方向に延びた開口部４が設けられており、装着に際しては上記
開口部４よりペニスが挿入され、当該開口部４よりも下に設けられた上記積層体の短手方
向に平行な折曲部７で上記積層体を上記バックシート６が外面となるように２つに折り曲
げることを特徴とする尿取りパッドが提供される。
【００２４】
　ここで、上記吸収性部材２の他方の面には液透過性部材からなるトップシート８が貼り
付けられてもよい。
【００２５】
　さらに、上記バックシート６の中央より下方の領域には、上記積層体の長手方向に平行
となるように所定長の粘着テープ５ａ，５ｂが設けられていてよい。
【００２６】
　また、上記積層体の長手方向に延びた両端の略中央部分に所定長だけ糸ゴム入りのギャ
ザー３ａ，３ｂが設けられていることとしてもよい。
【００２７】
　従って、第１の実施形態に係る尿取りパッドによれば、２つ折りにするだけで簡易に装
着できると共に、紙おむつ等との併用に際して当該紙おむつとの位置関係を維持すること
ができ、簡易な構成であることから製造コストも大幅に削減することができる。また、装
着された後においても、左右の両端が開いているので、通気性がよく、快適な使用感をユ
ーザに与えることができる。
【００２８】
（第２の実施形態）
　図５には本考案の第２の実施形態に係る尿取りパッドの構成図を示し、図６には当該尿
取りパッドの使用状態を示し、説明する。
【００２９】
　図５に示されるように、尿取りパッド１０は、吸収性部材１２と、当該吸収性部材１２
の一方の面に貼り付けられたトップシート１１と、他方の面に貼りつけられたバックシー
ト１３と、からなる積層体１４により構成されている。そして、積層体１４は、接合部１
７で両端を接合することで、開口部が楕円形状の中空の筒状体に成形されており、トップ
シート１１は筒状体の内側、バックシート１３は筒状体の外側に位置する。尚、吸収性部
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材１２のみの単層、或いは吸収性部材１２とバックシート１３とからなる複層で構成して
もよいことは勿論である。
【００３０】
　吸収性部材１２としては、高吸水性ポリマー、親水性シート、フラッフパルプ等を採用
することができる。これに加えて、熱融着繊維等の合成繊維を含んだものを用いて型崩れ
を防止してもよい。また、吸収性部材１２は、複層のマット状でもよい。
【００３１】
　トップシート１１は、少なくともその一部が液透過性部材により構成されている。液透
過性部材としては、不織布、多孔性フィルム等、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエ
ステル、ナイロン等の熱可塑性樹脂からなる不織布に親水化処理を施したものを用いるこ
とができる。
【００３２】
　そして、バックシート１３は、液不透過性部材により構成されている。例えば、ポリエ
チレン等の樹脂からなる液不透過性フィルム等を採用できる。また、液不透過性フィルム
に不織布を貼り付けたフィルムからなるものも採用してもよい。
【００３３】
　積層体１４は、上部と下部に開口部１８，１５があり、筒状で中空となっている。上部
の開口部１８の直径は例えば約１３～１５ｃｍ、下部の開口部の直径は例えば約３～４ｃ
ｍとなっている。つまり、積層体１４は、上部からしばらく略同じ径の筒状の形状が続い
た後、下方にて直径が段階的に小さくなるように構成されている。所謂先細りの形状であ
る。
【００３４】
　そして、積層体１４には、その長手方向の略中央から上部にかけて所定長縦長の楕円形
の開口部１９が設けられている。この開口部１９は、装着時にペニスを挿入するためのも
のである。開口部１９の長手方向の径は例えば約１０ｃｍ、尿取りパッド１０の全体の長
手方向の長さは例えば約２０～２５ｃｍとなっている。尚、開口部１９の形状は楕円形に
限定されるものではなく、円形、矩形等、種々の形状とすることができる。縦長楕円形の
形状とした場合には、多種多様な陰茎のサイズに合わせて、装着位置の位置合わせを容易
に行うことを可能ならしめる。
【００３５】
　更に、バックシート１３の、開口部１９の配設位置と対向する面には、尿取りパッド１
０の長手方向に平行となるように、所定長の２本の粘着テープ１６ａ，１６ｂが設けられ
ている。この粘着テープ等を用いれば、尿取りパッド１０を衣類や紙おむつ等の内側にし
っかりと固定することができ、位置ずれを有効に防止することができる。なお、粘着テー
プとしては、衣類や紙おむつ等に使用されている公知の粘着テープを採用でき、使用前に
は粘着力低下を防止する為に、粘着部分を保護しておいてよい。粘着テープは２本に限ら
ないことは勿論である。
【００３６】
　図６は、実際に紙おむつの中で尿取りパッド１０を併用する様子を示している。この図
６に示されるように、開口部１９からペニスを挿入すると、筒状の積層体１４によりペニ
スは被覆される。この装着状態では、開口部１９に対向するバックシート１３の領域が前
面に向くのでそのバックシート１３に設けられた粘着テープ１６ａ（１６ｂ）が、紙おむ
つ側の内面に向くことになる。そこで、当該粘着テープ１６ａ（１６ｂ）を紙おむつの内
面にしっかりと貼り付ければ、位置ずれしないように固定することが可能となる。
【００３７】
　以上説明したように、本考案の第２の実施形態によれば、吸収性部材１２と、当該吸収
性部材１２の一方の面に貼り付けられたバックシート１３とを有する積層体１４を備えて
おり、上記積層体１４の長手方向の両端が接合部１７で接合することで、上部及び下部が
開口１８，１５した中空の筒状体に成形され、上記積層体１４の長手方向の略中央から上
部にかけて所定長の開口部１９が設けられていること、を特徴とする尿取りパッド１０が
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提供される。
【００３８】
　ここで、上記吸収性部材１２の他方の面には液透過性部材からなるトップシート１１が
貼り付けられてもよい。
【００３９】
　さらに、上記バックシート１３の開口部１９の配設位置と対向する面には、長手方向に
平行となるように、所定長の粘着テープ１６ａ，１６ｂが設けられていてよい。
【００４０】
　従って、第２の実施形態に係る尿取りパッドによれば、開口部１９にペニスを挿入する
だけで簡易に装着できると共に、紙おむつ等との併用に際して当該紙おむつとの位置関係
を維持することができ、簡易な構成であることから製造コストも大幅に削減することがで
きる。また、装着された後においても、上部及び下部が開口部１８，１５により開いてい
るので、通気性がよく、快適な使用感をユーザに与えることができる。また、この開口部
１８，１５に指を入れて装着作業をすることもでき、作業効率がよい。さらに、ペニスを
包み込む構成なので、しっかりと尿を吸収することができる。
【００４１】
（第３の実施形態）
　図７には本考案の第３の実施形態に係る尿取りパッドの構成図を示し、図８には当該尿
取りパッドの使用状態を示し、説明する。
【００４２】
　図７に示されるように、尿取りパッド２０は、吸収性部材２２と、その一方の面に貼り
付けられたトップシート２１と、他方の面に貼りつけられたバックシート２３と、からな
る積層体２４により構成されている。そして、積層体２４は、接合部２６で両端並びに下
端を接合することで、開口部が楕円形状の中空の筒状体に成形されており、トップシート
２１は筒状体の内側、バックシート２３は筒状体の外側に位置する。尚、吸収性部材２２
のみの単層、或いは吸収性部材２２とバックシート２３からなる複層で構成してもよいこ
とは勿論である。積層体２４は、両端並びに下端が接合されているので、所謂袋状になっ
ている。
【００４３】
　吸収性部材２２としては、高吸水性ポリマー、親水性シート、フラッフパルプ等を採用
することができる。これに加えて、熱融着繊維等の合成繊維を含んだものを用いて型崩れ
を防止してもよい。また、吸収性部材２２は、複層のマット状でもよい。
【００４４】
　トップシート２１は、少なくともその一部が液透過性部材により構成されている。液透
過性部材としては、不織布、多孔性フィルム等、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエ
ステル、ナイロン等の熱可塑性樹脂からなる不織布に親水化処理を施したものを用いるこ
とができる。
【００４５】
　そして、バックシート２３は、液不透過性部材により構成されている。例えば、ポリエ
チレン等の樹脂からなる液不透過性フィルム等を採用できる。また、液不透過性フィルム
に不織布を貼り付けたフィルムからなるものも採用してもよい。
【００４６】
　積層体２４は、上部にのみ開口部２７があり、中空となっている。上部の開口部２７の
直径は例えば約１３～１５ｃｍとなっている。積層体２４は、上部からしばらく同じ径の
筒状が続いた後、下方にて直径が段階的に小さくなるように構成されている。いわゆる先
細りの形状となっている。
【００４７】
　そして、積層体２４には、その長手方向の略中央から上部にかけて所定長縦長の楕円形
の開口部２８が設けられている。この開口部２８は、装着時にペニスを挿入するためのも
のである。開口部２８の長手方向の径は例えば約１０ｃｍ、尿取りパッド２０の全体の長
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手方向の長さは例えば約２０～２５ｃｍとなっている。尚、開口部２８は、楕円形に限定
されることなく、例えば円形、矩形等、種々の形状とすることができる。縦長の楕円形と
した場合には、尿取りパッド２０が、様々なサイズの陰茎にフィットするよう位置合わせ
をすることが可能となる。
【００４８】
　さらに、バックシート２３の、開口部２８の配設位置と対向する面には、尿取りパッド
２０の長手方向に平行となるように、所定長の２本の粘着テープ２５ａ，２５ｂが設けら
れており、更に短手方向に平行となるように、所定長の１本の粘着テープ２５ｃが設けら
れている。この粘着テープ等を用いれば、尿取りパッド２０を衣類や紙おむつ等の内側に
しっかりと固定することができ、位置ずれを有効に防止することができる。なお、粘着テ
ープとしては、衣類や紙おむつ等に使用されている公知の粘着テープを採用でき、使用前
には粘着力低下を防止する為に、粘着部分を保護しておいてよい。粘着テープの数は３本
に限定されるものではない。
【００４９】
　図８は、実際に紙おむつの中で尿取りパッド２０を併用する様子を示している。この図
８に示されるように、開口部２８からペニスを挿入すると、筒状の積層体２４によりペニ
スは被覆される。この装着状態では、開口部２８に対向するバックシート２３の領域が前
面に向くのでそのバックシート２３に設けられた粘着テープ２５ａ（２５ｂ），２５ｃが
紙おむつ側の内面に向くことになる。そこで、当該粘着テープ２５ａ（２５ｂ），２５ｃ
を紙おむつの内面にしっかりと貼り付ければ、位置ずれしないように固定可能となる。
【００５０】
　以上説明したように、本考案の第３の実施形態によれば、吸収性部材２２と、当該吸収
性部材２２の一方の面に貼り付けられたバックシート２３とを有する積層体２４を備えて
おり、上記積層体２４の長手方向の両端が接合部２６で接合することで、上部が開口２７
した中空の筒状体に成形され、上記積層体２４の長手方向の略中央から上部にかけて所定
長の開口部２８が設けられていること、を特徴とする尿取りパッド２０が提供される。
【００５１】
　ここで、上記吸収性部材２２の他方の面には液透過性部材からなるトップシート２１が
貼り付けられてもよい。
【００５２】
　さらに、上記バックシート２３の開口部２８の配設位置と対向する面には、長手方向に
平行となるように、所定長の粘着テープ２５ａ，２５ｂが設けられ、短手方向と平行とな
るように、所定長の粘着テープ２５ｃが設けられていてよい。
【００５３】
　従って、第３の実施形態に係る尿取りパッドによれば、開口部２８にペニスを挿入する
だけで簡易に装着できると共に、紙おむつ等との併用に際して当該紙おむつとの位置関係
を維持することができ、簡易な構成であることから製造コストも大幅に削減することがで
きる。また、下部が閉じられているので、長時間の運転や労働、会議等でも、しっかりと
尿を吸収することができるので、安心して着用することができる。
【００５４】
（第４の実施形態）
　図９には本考案の第４の実施形態に係る尿取りパッドの構成図を示し説明する。
【００５５】
　図９に示されるように、尿取りパッド３０は、吸収性部材３２と、その一方の面に貼り
付けられたトップシート３１と、他方の面に貼りつけられたバックシート３３と、からな
る積層体３４により構成されている。そして、積層体３４は、接合部３７で両端を接合す
ることで、開口部が楕円形状の中空の筒状体に成形されており、トップシート３１は筒状
体の内側、バックシート３３は筒状体の外側に位置する。尚、吸収性部材３２のみの単層
或いは吸収性部材３２とバックシート３３との複層で構成してもよい。
【００５６】
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　吸収性部材３２としては、高吸水性ポリマー、親水性シート、フラッフパルプ等を採用
することができる。これに加えて、熱融着繊維等の合成繊維を含んだものを用いて型崩れ
を防止してもよい。また、吸収性部材３２は、複層のマット状でもよい。
【００５７】
　トップシート３１は、少なくともその一部が液透過性部材により構成されている。液透
過性部材としては、不織布、多孔性フィルム等、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエ
ステル、ナイロン等の熱可塑性樹脂からなる不織布に親水化処理を施したものを用いるこ
とができる。
【００５８】
　そして、バックシート３３は、液不透過性部材により構成されている。例えば、ポリエ
チレン等の樹脂からなる液不透過性フィルム等を採用できる。また、液不透過性フィルム
に不織布を貼り付けたフィルムからなるものも採用してもよい。
【００５９】
　積層体３４は、上部と下部に開口部３８，３５があり、中空となっている。上部の開口
部３８の直径は例えば約１３～１５ｃｍ、下部の開口部３５の直径は例えば約３～４ｃｍ
となっている。但し、これには限定されない。つまり、積層体３４は、上部からしばらく
同じ径の筒状が続いた後、下方にて直径が段階的に小さくなるように構成されている。そ
して、上部の開口部３８には、略Ｕ字状のくぼみ部３９が設けられている。これは、装着
時にペニスを尿取りパッド３０の内部へ挿入するためのものである。
【００６０】
　更に、バックシート３３のくぼみ部３９の配設位置と対向する面には、尿取りパッド３
０の短手方向に平行となるように、所定長の２本の粘着テープ３６ａ，３６ｂが設けられ
ている。この粘着テープ等を用いれば、尿取りパッド３０を衣類や紙おむつ等の内側にし
っかりと固定することができ、位置ずれを有効に防止することができる。なお、粘着テー
プとしては、衣類や紙おむつ等に使用されている公知の粘着テープを採用でき、使用前に
は粘着力低下を防止する為に、粘着部分を保護しておいてよい。粘着テープの数は２本に
は限定されないことは勿論である。
【００６１】
　以上説明したように、本考案の第４の実施形態によれば、吸収性部材３２と、当該吸収
性部材３２の一方の面に貼り付けられたバックシート３３とを有する積層体３４を備えて
おり、上記積層体３４の長手方向の両端が接合部３７で接合することで、上部及び下部が
開口３８，３５した中空の筒状体に成形され、上記積層体３４の上記上部の開口部３８に
略Ｕ字状のくぼみ部３９が設けられていること、を特徴とする尿取りパッド３０が提供さ
れる。
【００６２】
　従って、第４の実施形態に係る尿取りパッドによれば、くぼみ部３９よりペニスを尿取
りパッド３０の内部に挿入するだけで簡易に装着できると共に、紙おむつ等との併用に際
して当該紙おむつとの位置関係を維持することができ、簡易な構成であることから製造コ
ストも大幅に削減することができる。また、装着された後においても、上部及び下部が開
口部３８，３５により開いているので、通気性がよく、快適な使用感をユーザに与えるこ
とができる。また、この開口部３８，３５に指を入れて装着作業をすることもでき、作業
効率がよい。さらに、ペニスを包み込む構成なので、しっかりと尿を吸収することができ
る。
【００６３】
（第５の実施形態）
　図１０には本考案の第５の実施形態に係る尿取りパッドの構成図を示し説明する。
【００６４】
　図１０に示されるように、尿取りパッド４０は、吸収性部材４２と、その一方の面に貼
り付けられたトップシート４１と、他方の面に貼りつけられたバックシート４３と、から
なる積層体４４により構成されている。そして、積層体４４は、接合部４６で両端並びに



(10) JP 3181218 U 2013.1.31

10

20

30

40

50

下端を接合することで、開口部が楕円形状の中空の筒状体に成形されており、トップシー
ト４１は筒状体の内側、バックシート４３は筒状体の外側に位置する。尚、吸収性部材４
２の単層、或いは吸収性部材４２とバックシート４３との複層により構成してもよい。
【００６５】
　吸収性部材４２としては、高吸水性ポリマー、親水性シート、フラッフパルプ等を採用
することができる。これに加えて、熱融着繊維等の合成繊維を含んだものを用いて型崩れ
を防止してもよい。また、吸収性部材４２は、複層のマット状でもよい。
【００６６】
　トップシート４１は、少なくともその一部が液透過性部材により構成されている。液透
過性部材としては、不織布、多孔性フィルム等、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエ
ステル、ナイロン等の熱可塑性樹脂からなる不織布に親水化処理を施したものを用いるこ
とができる。
【００６７】
　そして、バックシート４３は、液不透過性部材により構成されている。例えば、ポリエ
チレン等の樹脂からなる液不透過性フィルム等を採用できる。また、液不透過性フィルム
に不織布を貼り付けたフィルムからなるものも採用してもよい。
【００６８】
　積層体４４は、上部にのみ開口部４７があり、中空となっている。上部の開口部４７の
直径は例えば約１３～１５ｃｍとなっている。積層体４４は、上部からしばらく同じ径の
筒状が続いた後、下方にて直径が段階的に小さくなるように構成されている。そして、積
層体４４には、その開口部４７に略Ｕ字状のくぼみ部４８が形成されている。このくぼみ
部４８は、装着時にペニスを尿取りパッド４０の内部に挿入するためのものである。くぼ
み部４８の形状は略Ｕ字状には限定されるものではなく、略Ｖ字状でもよい。
【００６９】
　さらに、バックシート４３のくぼみ部４８の配設位置と対向する面には、尿取りパッド
４０の短手方向に平行となるように、所定長の２本の粘着テープ４５ａ，４５ｂが設けら
れている。この粘着テープ等を用いれば、尿取りパッド４０を衣類や紙おむつ等の内側に
しっかりと固定することができ、位置ずれを有効に防止することができる。なお、粘着テ
ープとしては、衣類や紙おむつ等に使用されている公知の粘着テープを採用でき、使用前
には粘着力低下を防止する為に、粘着部分を保護しておいてよい。
【００７０】
　以上説明したように、本考案の第５の実施形態によれば、吸収性部材４２と、当該吸収
性部材４２の一方の面に貼り付けられたバックシート４３とを有する積層体４４を備えて
おり、上記積層体４４の長手方向の両端が接合部４６で接合することで、上部が開口４７
した中空の筒状体に成形され、上記積層体４４の上記上部の開口部４７に略Ｕ字状のくぼ
み部４８が設けられていること、を特徴とする尿取りパッド４０が提供される。
【００７１】
　従って、第５の実施形態に係る尿取りパッドによれば、開口部４７のくぼみ部４８より
尿取りパッドの内部にペニスを挿入するだけで簡易に装着できると共に、紙おむつ等との
併用に際して当該紙おむつとの位置関係を維持することができ、簡易な構成であることか
ら製造コストも大幅に削減することができる。また、下部が閉じられているので、長時間
の運転や労働、会議等でも、しっかりと尿を吸収することができるので、安心して着用す
ることができる。
【００７２】
　以上、本考案の実施形態について説明したが、本考案はこれに限定されることなく、そ
の主旨を逸脱しない範囲で種々の改良・変更が可能である。例えば、第１の実施形態では
積層体を略中央部の折曲部で２つ折りにする例を示したが、これに限定されることなく左
右に２つ折りする構成としてもよい。更に、バックシートの陰部の肌に当接する部分にガ
ーゼ等、吸汗性部材を貼り付けてもよい。さらに、第２乃至第５の実施形態では、楕円形
状の開口部を設けた例を示したが、開口部は楕円形に限定されず、円形、四角形等、種々
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の形状とすることが可能である。
【符号の説明】
【００７３】
　１　尿取りパッド
　２　吸収性部材
　３ａ，３ｂ　ギャザー
　４　開口部
　５ａ，５ｂ　粘着テープ
　６　バックシート
　７　折曲部
　８　トップシート
１０　尿取りパッド
１１　トップシート
１２　吸収性部材
１３　バックシート
１４　積層体
１５　開口部
１６ａ，１６ｂ　粘着テープ
１７　接合部
１８　開口部
１９　開口部
２０　尿取りパッド
２１　トップシート
２２　吸収性部材
２３　バックシート
２４　積層体
２５ａ，２５ｂ，２５ｃ　粘着テープ
２６　接合部
２７　開口部
２８　開口部
３０　尿取りパッド
３１　トップシート
３２　吸収性部材
３３　バックシート
３４　積層体
３５　開口部
３６ａ，３６ｂ，３６ｃ　粘着テープ
３７　接合部
３８　開口部
３９　くぼみ部
４０　尿取りパッド
４１　トップシート
４２　吸収性部材
４３　バックシート
４４　積層体
４５ａ，４５ｂ　粘着テープ
４６　接合部
４７　開口部
４８　くぼみ部
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